
 

件  名  
学校職員の通勤手当に関する規則の一部を改正する規則につい

て  

提案理由  
 学校職員の通勤手当に関する規則の一部を別紙のとおり改正

したいので、審議願います。  

概  要  

１ 現行規則の内容  

  学校職員の通勤手当の支給に関し、必要な事項を定めるも

の。  

 

２ 改正の内容  

  学校職員が月の中途から育児休業等を取得し、その翌月に  

 復帰等をした場合については、通勤手当を返納させないこと  

 とする。  

 

３ 施行期日等 

  公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用 

 

 

 

 

 

  （教職員課）  



 
 

 

学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
） 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
」
、
「
。
以
下
「
分

限
条
例
」
と
い
う
。
」
、
「
。
以
下
「
派
遣
条
例
」
と
い
う
。
」
及
び
「
。
以
下
「
公
益
的
法
人

等
派
遣
条
例
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
「
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る

こ
と
と
な
る
と
き
。
」
を
「
（
こ
れ
ら
の
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
又
は
そ
の
翌
月
に
復
職
し
、

又
は
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
第
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
「
大
学
院

修
学
休
業
等
と
な
つ
た
場
合
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
の
四
第
二
項
中
「
教
育
公
務
員
特
例
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院

修
学
休
業
を
し
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
法
第
二
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
停
職
に
さ
れ
、
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
、
育
児

休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己

啓
発
等
休
業
を
し
、
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
、
分
限
条

例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
、

又
は
公
益
的
法
人
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ

れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
」
を
「
大
学
院
修
学
休
業
等
と
な
つ

た
場
合
」
に
、
「
）
は
」
を
「
）
に
は
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則 

 

 

の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

２ 

令
和
二
年
四
月
一
日
前
に
月
の
中
途
に
お
い
て
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律 

 

第
一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
地
方
公
務
員
法
（
昭 

 

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定 

 

に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
、
法
第
五
十
五
条
の
二
第 

 

一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平 

 

成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一 

 

項
に
規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
、
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
同 

 

行
休
業
を
し
、
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第 

 

二
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の 

 

処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
一
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ 

 

り
派
遣
さ
れ
、
又
は
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉 

 

県
条
例
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合
に
該
当
し
た
職
員
の 

 

支
給
単
位
期
間
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



 

学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  新 旧 対 照 表  

                                                       （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ）  

改 正 案  現  行  

   学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則  

 

     学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則  

 

第 一 条 ～ 第 十 二 条  （ 略 ）  第 一 条 ～ 第 十 二 条  （ 略 ）  

（ 返 納 の 事 由 及 び 額 等 ）  

第 十 二 条 の 二  条 例 第 九 条 の 五 第 五 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 事 由 は 、

通 勤 手 当 （ 一 箇 月 の 支 給 単 位 期 間 に 係 る も の を 除 く 。 ） を 支 給 さ れ る 職 員

に つ い て 生 じ た 次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 事 由 と す る 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  

三  月 の 中 途 に お い て 教 育 公 務 員 特 例 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 一 号 ） 第 二

十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 大 学 院 修 学 休 業 を し 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二

十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 八 条 第 二 項 の

規 定 に よ り 休 職 に さ れ 、 法 第 二 十 九 条 の 規 定 に よ り 停 職 に さ れ 、 法 第 五

十 五 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 許 可 を 受 け 、 地 方 公 務 員 の 育 児

休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り 育 児

休 業 を し 、 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 自 己 啓 発 等 休 業 を し 、 法

第 二 十 六 条 の 六 第 一 項 に 規 定 す る 配 偶 者 同 行 休 業 を し 、 職 員 の 分 限 に

関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 埼 玉 県 条 例 第 五 十 一 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り

休 職 に さ れ 、 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等

に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 埼 玉 県 条 例 第 一 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 派 遣 さ れ 、 又 は 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成

十 三 年 埼 玉 県 条 例 第 七 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 派 遣 さ れ た

場 合 （ こ れ ら の 期 間 の 初 日 の 属 す る 月 又 は そ の 翌 月 に 復 職 し 、 又 は 職 務

に 復 帰 す る こ と と な る 場 合 を 除 く 。 第 十 二 条 の 四 第 二 項 に お い て 「 大 学

院 修 学 休 業 等 と な つ た 場 合 」 と い う 。 ）  
（ 返 納 の 事 由 及 び 額 等 ）  

第 十 二 条 の 二  条 例 第 九 条 の 五 第 五 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 事 由 は 、

通 勤 手 当 （ 一 箇 月 の 支 給 単 位 期 間 に 係 る も の を 除 く 。 ） を 支 給 さ れ る 職 員

に つ い て 生 じ た 次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 事 由 と す る 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  

三  月 の 中 途 に お い て 教 育 公 務 員 特 例 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 一 号 ） 第 二

十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 大 学 院 修 学 休 業 を し 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二

十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 八 条 第 二 項 の

規 定 に よ り 休 職 に さ れ 、 法 第 二 十 九 条 の 規 定 に よ り 停 職 に さ れ 、 法 第 五

十 五 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 許 可 を 受 け 、 地 方 公 務 員 の 育 児

休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 。 以 下 「 育 児 休 業 法 」 と い

う 。 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り 育 児 休 業 を し 、 法 第 二 十 六 条 の 五 第 一 項 に 規

定 す る 自 己 啓 発 等 休 業 を し 、 法 第 二 十 六 条 の 六 第 一 項 に 規 定 す る 配 偶

者 同 行 休 業 を し 、 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 埼 玉 県 条 例 第

五 十 一 号 。 以 下 「 分 限 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ 、

外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 六 十 三 年 埼 玉 県 条 例 第 一 号 。 以 下 「 派 遣 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条

第 一 項 の 規 定 に よ り 派 遣 さ れ 、 又 は 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 埼 玉 県 条 例 第 七 十 二 号 。 以 下 「 公 益 的 法 人 等 派

遣 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 派 遣 さ れ た 場 合 で あ つ て 、

こ れ ら の 期 間 が 二 以 上 の 月 に わ た る こ と と な る と き 。  

四 ・ 五  （ 略 ）  四 ・ 五  （ 略 ）   

２ ～ ４  （ 略 ）  ２ ～ ４  （ 略 ）  

 

第 十 二 条 の 三  （ 略 ）  

 

 

第 十 二 条 の 三  （ 略 ）  

 



 

第 十 二 条 の 四  （ 略 ）  第 十 二 条 の 四  （ 略 ）  
２  月 の 中 途 に お い て 大 学 院 修 学 休 業 等 と な つ た 場 合 （ 次 項 に 規 定 す る 場

合 に 該 当 し て い る と き を 除 く 。 ） に は 、 支 給 単 位 期 間 は 、 そ の 後 復 職 し 、

又 は 職 務 に 復 帰 し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 （ そ の 日 が 月 の 初 日 で あ る 場 合

に あ つ て は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ） か ら 開 始 す る 。  

２  月 の 中 途 に お い て 教 育 公 務 員 特 例 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 大

学 院 修 学 休 業 を し 、 法 第 二 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ 、 法 第 二

十 九 条 の 規 定 に よ り 停 職 に さ れ 、 法 第 五 十 五 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 に 規

定 す る 許 可 を 受 け 、 育 児 休 業 法 第 二 条 の 規 定 に よ り 育 児 休 業 を し 、 法 第 二

十 六 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 自 己 啓 発 等 休 業 を し 、 法 第 二 十 六 条 の 六 第

一 項 に 規 定 す る 配 偶 者 同 行 休 業 を し 、 分 限 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職

に さ れ 、 派 遣 条 例 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 派 遣 さ れ 、 又 は 公 益 的 法 人 等

派 遣 条 例 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 派 遣 さ れ た 場 合 で あ つ て 、 こ れ ら の

期 間 が 二 以 上 の 月 に わ た る こ と と な つ た と き （ 次 項 に 規 定 す る 場 合 に 該

当 し て い る と き を 除 く 。 ） は 、 支 給 単 位 期 間 は 、 そ の 後 復 職 し 、 又 は 職 務

に 復 帰 し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 （ そ の 日 が 月 の 初 日 で あ る 場 合 に あ つ て

は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ） か ら 開 始 す る 。  

３  （ 略 ）  ３  （ 略 ）  

  

第 十 二 条 の 五 ～ 第 十 五 条  （ 略 ）  第 十 二 条 の 五 ～ 第 十 五 条  （ 略 ）  

 

 



 

 

   学校職員の通勤手当に関する規則の一部を改正する 

   規則の概要 
 

 

 １ 趣 旨 

   短期の育児休業取得者等に対する通勤手当の取扱いについ 

  て、令和２年４月１日付けで行われた人事院規則の改正に準 

  じて改正を行うもの。 

 

 

 ２ 内 容 

   学校職員が月の中途から育児休業等を取得し、その翌月に 

  復帰等をした場合については、通勤手当を返納させないこと 

  とする。 

 

 

 ３ 施行期日等 

   公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 


